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出席者（行政）：

（委員）　お礼についてはつどいの予算を策定する中で決めるものなので、現時点では決めるのは難しいのではないか。

（委員）　小学生に何人参加してもらえるかによって手伝ってもらう内容が決められるので、まずは参加人数の確定が必要で
はないか。

（事務局）　これまでの話をまとめると、

・　企画委員会、自治会長会、市民活動部会、実行委員会に「小学生が各ブース、スポーツラリーの手伝いに参加する」こと
を提案する。

イベント・たからものマップの作成について

最終案を委員の皆さまに見ていただき、意見を出していただいた。

第39回学区民のつどい内容検討

（委員）　周知するためのチラシの配布は子ども会を通じて行う事になる。

・　提案が承認されたら、各自治会の子ども会に依頼等おこなっていく。

・　スポーツラリー担当の青少年部会への依頼も併せて行う。

頂いた意見を反映させ、７月中に印刷、８月初旬に全戸配付することで了承いただいた。

（委員）　小学生に各ブースを手伝ってもらう、というのは決定なのか。それとも、まだ案の段階で、これから企画委員会、市
民活動部会等に諮っていくのか。

（事務局）　決定ではなく、これから各会議で案として提出する、という段階です。

（委員）　自治会と子ども会が別組織なので、運営も子ども会で行ってもらうことになる。そうなれば、小学生に手伝ってもらう
時間配分を決定するのは各子ども会ということになる。

（委員）　各ブースで手伝ってもらう時間をバラバラにすると、子ども達のなかで不公平感が出る。（一方のブースの子どもは
早く終わっているのに、自分のブースはまだ終わっていない等。）そのため、手伝ってもらう時間は統一したほうが良いので
はないか。

（委員）　交代制にするのはどうか。

（委員）　スポーツラリーの手伝いも組み込まれているので、青少年部会、スポーツ推進員にも早めに方針を伝えておく必要
がある。
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次回以降に
ついて

次回会議は事務局から案内する

決定事項


